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開 会 日 時 令和３年９月２９日（水）午後４時１０分

会 場 伯太庁舎 １０１会議室

出席委員の氏名 教 育 長 秦 誠 司

委 員 岡 本 亮 啓

委 員 小 村 修 司

委 員 加 藤 隆 志

委 員 寺 田 禎

出席者の氏名 教 育 部 長 原 みゆき 全議題

教育総務課長 遠 藤 浩 司 全議題

学校教育課長 三 保 貴 資 全議題

給食教育課長 石 原 秀 樹 全議題

文 化 財 課 長 水 口 晶 郎 全議題

教育総務課主幹 足 立 隆 博 全議題

１．開会宣言 午後 4時 10 分 教育長が開会を宣言する。

２．教育長あいさつ

（教育長）

今日も３校の学校訪問、大変お疲れ様でした。最後、伯太中学校では時間を

超過してしまい、大変失礼いたしました。

最初に新型コロナウイルスの対策につきまして、今月末まで安来市内の小中

学校では部活動や対外的な学校行事は市内に限るという形で制限を加えてい

ましたが、全国的にも改善傾向が見られ、島根県もステージ２ということで、



基本的には従来の感染予防対策をしっかり取りながら、活動範囲の制限は 10

月 1 日から解除する指示を学校に出しています。特に修学旅行等延期した学校

もあり、このまま収まった状況が続けばと願っています。

学校行事については、９月は中学校では体育祭が各地で行われましたが、２

日間に分けて密を避けたり、保護者の数を制限したり、工夫しながら取組んで

いただきました。10 月下旬に予定されていました小中学校連合音楽会は、感染

予防対策ということで今年度も中止します。

安来市教育研究大会は今年三中校区で発表の予定でしたが、これも三密を避

ける為に紙上発表になりました。また 11 月 19 日の県社会教育研究大会はビデ

オで撮った授業の様子を参加者が視聴し、それに対して研究協議を行う形にな

ります。各団体、行事の多い秋ですが、工夫を重ねていらっしゃるところです。

本日 ICT 活用教育を見ていただきましたが、二中、安田小、伯太中それぞれ

使うことが目的ではなく、充実した授業にする視点でしっかり取組んでいただ

いています。学校教育課もそれを後押しする為に、各学校のホームページの中

に「TRY ICT やすぎ」というタブを追加し、そこで各校の ICT 活用に関わる記

事を集約する取組みを準備しており、そういった形で情報発信をして後押しを

させていただこうとしています。

３．議事録の承認 第２３９回８月定例教育委員会

（承 認）

４．報告事項

１）報告第１３号 市議会９月定例会議報告

２）報告第１４号 全国学力・学習状況調査について

（委員）

安来市も低いが島根県も低いということで、島根県としての見解はどうなっ

ているのかという事と、安来市内で全国よりも高い学校も低い学校もあります

が、例えば少人数の学校が低いなどの傾向がありますか。

（学校教育課長）

島根県の見解については、安来市で捉えている見解と大きな違いはありませ

ん。学習時間や特に算数、数学に力を入れてきているわけですが、継続してや

っていかなければならないというところであるとか、島根県としても危機感を

感じていますが、これをトップダウン方式で、こういう風にやりなさいという

県からの強い指導という形では、ＩＣＴも進めていかなければならず、諸課題

にも対応していかなければならない中で、いま学校も疲弊している状況におい

て、同時に授業の改善もしていかなければならないということで、学校自体で



変革していこうという気持ちを高めていく形にしていかなければならないの

ではないかということが指導主事の学力向上担当者も参加した県教委の研修

会であったと報告を受けています。授業改善の為の PDCA サイクルを作成しな

がら、参考にしてもらいたいということを県でもいっていました。

それぞれの学校の平均点が載っていますが、安来市の特徴としては小規模校

が多い中で、成績が悪い学校がずっと悪いのかというとそういうわけではあり

ません。少人数であるが故に学年間でのばらつきもあります。そういった中で

入れ替わりもあり、成績のいい学校と悪い学校が固定化されているわけではあ

りません。母数が少ないので変動が大きいこともあります。

３）報告第１５号 １学期不登校・問題行動等について

（委員）

コロナの学校関係者の感染などにより１学期末には部活の辞退などがあっ

たので、誹謗中傷があったんではないかという話も聞きましたが、それが子供

たちに波及しているということはないですか。

（学校教育課長）

聞いてはおりません。

（委員）

最近、新聞紙上でヤングケアラーについての報道がありますが、親や祖父母

の介護などで学校を休むといったことは安来市ではないですか。

（学校教育課長）

そういった面については、子ども未来課と連携をしながら、家庭を含めて支

援していかなければならないと思いますが、現段階においてそういったケース

は聞いておりません。

４）報告第１６号 令和４年度センター式給食について

５）報告第１７号 新規ＡＬＴについて

５．協議事項

１）協議第２号 教育政策推進会議について

（教育総務課長）別添により説明。

9月 30 日に開催されます第４回教育政策推進会議において協議されます、安

来市立小中学校適正配置の提言案について、現在の状況や方向性を説明いたし

ます。今後の流れとしては、提言を受け、教育委員会として基本方針を決定し

ていただくことになります。

論点整理の資料ですが、「主な意見」欄には委員からの発言、「提言書の内容」



欄には委員の意見を提言書に表現したものです。「安来市立小中学校適正配置

の基本方針について（提言）（案）」については、経過報告ということで要点の

みの説明となりますが、提言を受けた後、教育委員の皆様の意見を反映させた

方針となりますので、その時には全ての項目について再度ご確認いただき、意

見を頂戴したいと考えています。

まず、論点整理についてですが、「1.安来市が目指す学校教育と望ましい教

育環境について」では、教育政策推進会議委員からでた様々な意見を掲載して

います。「2.適正規模・適正配置を検討するにあたっての考慮すべき事項」で

は、「1.」の目指す学校教育と望ましい教育環境のために考慮すべき項目につ

いて意見が述べられています。これを踏まえ、「3.適正配置に向けた基本的な

考え方」にて４つの視点でまとめています。そして、「4.適正配置の進めた方に

ついて」となり、このような構成でこれまで説明しておりました児童生徒数の

減少という、数字の視点だけではなく、将来ある子供たちへの教育をどのよう

に整え、継続させていくのかという視点から方針を考え、教育政策推進会議と

しての提言のたたき台として事務局が作成したものです。教育委員の皆さんに

は、これだけのボリューム、多岐にわたる項目ですので、12 月から 2月までの

期間でご審議いただくことになると思いますので、よろしくお願いします。

（委員）

どれくらいの規模が適正かわかりませんが、広瀬や伯太といった旧市町の枠

はある程度越えない方が最低限いいかなと思います。適正な人数というのは、

はっきりわからないですが、通学距離やバス通学などかなり遠距離の通学にな

る子供たちもでてくるでしょうから、一概には具体的な人数は申せませんが、

通学距離や時間をある程度考慮して、朝６時半に出なければならないといった

ように生活基盤が揺るがないように、配慮する必要があると思います。

（委員）

複数の学級があれば、少人数だと人間関係が固定しやすいという面はクリア

できるかなと思います。ただ現在、リモート学習が行われていますが、対面し

て話し合っていける状況は作った方がいいかと思います。

（教育長）

クラス替えが可能な学年規模ということですね。また、リモートも活用する

がリアルな場面での活動も大事にしなければならないということですね。

（委員）

検討会議ができた時に統廃合とかそうことは未来の話として、校区の見直し

が入り口としてやすいのではないかと思っていましたが、資料の数字を見てい

るとあまり悠長なことは言っていられないのかなと思います。学校経営や地域

コミュニティについても考えないといけないが、近隣の市町で出来ている、小

中一貫校についてはある程度認識が高まってきているのかなと。小中一貫校が

実現できる地域とできない地域があると思います。どの程度の規模が出来るの



かわかりませんが、そういう考え方と、安来市内でも離れていたりしてそれが

出来ない地域の小学校区の見直しなどの作業になってくると思います。

（教育長）

小中一貫校が先行されているので、それを軸として可能なエリアとそうでな

いエリアの整理の仕方はどうかというご意見をいただきました。

（委員）

一つ質問ですが、吉田地区ではスクールバスがありますが、最長の人は何 km

を何分かかっていますか。

（教育総務課長）

徒歩の最長は、赤江小学校区で 4km です。島田小学校は徒歩の最長は 0.8km

ですが、110 名がバスを利用しています。徒歩は広瀬小学校で最長 3km、十神

小で 2.7km です。

（教育長）

議論を聞かせていただく中で、中学校だとなかなか人間関係が多様化、複雑

化するので、クラス替えが小学校では難しいとしても中学校では必要でないか

という思いや、小学校では完全複式ならいいが、複式と単式が交互となるよう

な場合は、指導側も難しさがあるとの話も伺っています。

６．その他

・総合教育会議の開催について 11 月 4 日（木）

・令和 3年度島根県市町村教育委員会連合会総会について（書面表決 承認）

☆次回定例会：１０月２５日（月）

７．閉会宣言

教育長が午後 5時 40 分閉会を宣言し、９月定例委員会の日程を終了した。


